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花
フ
ェ
ス
タ
は
人
フ
ェ
ス
タ
と
称
し
て
開
催
さ
れ
た
花
の
祭
典
。
地
元
の
皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

皆
さ
ん
な
ど
多
く
の
人
た
ち
の
支
え
が
あ
り
、６
月
１２
日
、盛
況
の
う
ち
に
閉
幕
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　

３
月
１
日
に
開
幕
し
た
「
花
フ
ェ
ス
タ
２

０
０
５
ぎ
ふ
」
は
、
１
０
４
日
間
の
開
催
期

間
を
経
て
、
６
月　

日
に
閉
幕
し
ま
し
た
。

１２

　

期
間
中
に
は
、
目
標
の
１
０
０
万
人
を
超

え
る
１
４
２
万
６
７
０
８
人
の
入
場
者
が
あ

り
ま
し
た
。
５
月
下
旬
、
バ
ラ
の
開
花
時
期

の
ピ
ー
ク
に
は
、
入
場
者
は
連
日
２
万
人
を

超
え
、
大
盛
況
の
う
ち
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月　

日
の
閉
幕
を
前
に
し
た　

１２

１１

日
に
は
、
可
児
市
イ
ベ
ン
ト
「
可
児
市G

oo

d
lu
ck
fair

〜
笑
顔
の
贈
り
物
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
芹
洋
子
さ
ん
と
可
児
市
少
年
少
女

合
唱
団
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
、
市
民

ス
テ
ー
ジ
な
ど
に
よ
っ
て
、
今
年
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
「
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
ぎ
ふ
」
の

開
催
地
と
し
て
印
象
的
な
可
児
市
の
日
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。（
写
真
・
詳
細

は
、
６
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）

　

そ
し
て
、
閉
幕
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た

　

日
、
式
典
の
前
に
は
、
市
民
団
体
に
よ
る

１２踊
り
や
楽
器
演
奏
な
ど
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
歌
手
の
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
と
市
立
め
ぐ

み
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
花
を
添

え
ま
し
た
。

　

閉
幕
式
で
は
、
あ
い
さ
つ
、
開
催
状
況
の

報
告
、
会
期
中
運
営
な
ど
を
支
え
た
ス
タ
ッ

フ
た
ち
の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ス
テ
ー
ジ
や
客
席
の
全
員
で
「
世
界

に
ひ
と
つ
だ
け
の
花
」
を
大
合
唱
。
花
吹
雪

が
舞
っ
た
後
「
あ
り
が
と
う
」
と
閉
幕
宣
言

が
さ
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
た
ち
が
、
最
後
の
来
場
者
た
ち
を
見
送
り
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「
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
ぎ
ふ
」は
感
動
的
な

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月　

日
か
ら　

日
の
５
日
間
、

１４

18

「
感
謝
デ
ー
」と
し
て
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園

は
臨
時
開
園
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
期
間
中
に

は
、
３
万
１
０
１
０
人
が
来
場
。

　

バ
ラ
の
見
ご
ろ
の
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
た
も
の

の
、
世
界
の
バ
ラ
園
、
バ
ラ
の
テ
ー
マ
ガ
ー

デ
ン
、
花
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
を
観
覧
す

る
こ
と
が
で
き
、
残
っ
た
バ
ラ
の
花
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
、花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
が
、

再
開
園
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
夏
休
み
期
間
に
合

わ
せ
た
「
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
作
品
作
り
や
思
い
出
づ
く
り

に
最
適
で
す
。ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
再
開
園
日　

７
月
１
日
（
金
）

●
開
園
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
園
は
午
後
４
時　

分
ま
で
）

３０

●
休
園
日　

毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
休

日
の
場
合
は
そ
の
翌
平
日
）、年
末
年
始

●
入
園
料　

大
人
８
０
０
円
、
高
校
生
５

０
０
円
、
小
中
学
生
３
０
０
円

●
駐
車
場
料
金　

無
料

サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル 

▽
開
催
期
間　

７
月　

日
（
土
）
〜
８
月

１６

　

日（
日
）　

イ
ベ
ン
ト
は
主
に
土
・
日
・

２８祝
日
に
開
催

▽
会
場　

プ
リ
ン
セ
ス
ホ
ー
ル
雅
周
辺

▽
内
容　

○
花
華
手
作
り
貯
金
箱
教
室　

○
花
の
オ
カ
リ
ナ
絵
付
け
教
室　

○
ヒ

イ
ラ
ギ
の
葉
っ
ぱ
で 
栞 
つ
く
り
教
室　

し
お
り

ほ
か

▽
定
員　

各
１
日
１
０
０
人
程
度
（
受
け

付
け
は
随
時
）

▽
参
加
費　

各
３
０
０
〜
５
０
０
円

●
問
合
先　

同
公
園　

�
�
７
３
７
３

品種数世界一のバラ公園
　園内には品種数世界一である、７,０００品種
を超えるバラがあり、世界各国からも注目さ
れています。バラが見ごろを迎えた５月中
旬、バラ園は、鮮やかな花びらの色が目を楽
しませ、かぐわしい香りが広がりました。
　また「ブルーヘブン」が、バラのテーマガー
デン「青いバラの庭」でも花を咲かせ、来場
者の注目を浴びました。
　年間を通じて花を楽しむことができるこの
公園は、７月１日に再開園します。

秋篠宮ご夫妻、三笠宮寛仁さまも来場され、バラ園
などを見学されました。同公園の意義が皆さんに広
く理解されたのではないでしょうか

会期中は、ボランティアたちの笑顔と奮闘
ぶりが、会場の至る所で見られた。ボラン
ティアたちは、延べ６,７７９人にも及んだ

プ
リ
ン
セ
ス
ホ
ー
ル
雅
で
、
来
場
者
や
今
回
の
フ
ェ
ス

タ
を
支
え
た
、
す
べ
て
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、

盛
大
に
閉
幕
式
が
行
わ
れ
た

かわいい衣装を身にまとい元気に踊る園児たちの姿に、会場全体が和やかな雰囲気に包まれた



▲ 
普賢岳 

島原半島 

国見町 

永
遠
に
残
る
故
郷
の
思
い
出 

長
崎
県 

　
国
見
町 

●
記
　
田
島
文
子
さ
ん（
広
眺
ケ
丘
） 

　淡い黄色の花弁にピンクの覆輪が入る大輪の花で
す。１９３５年に作出され、専門家から高い評価を受
けたため、当初は母親の名前をとってマダム・アン
トワーヌ・メイヤンと名付けられました。しかし、
戦争の影響から販売までには至らず、世に出ること
はありませんでした。 
　第二次世界大戦後の１９４５年に、世界平和への願
いを込めてピースという名前で正式に発表されまし
た。 
　花フェスタ記念公園では「世界のバラ園」で見る
ことができます。 

平和への願い
バラの名前　Peace（ピース） 
作出年：1945年 
作出国：フランス 
作出者：F.Meiland

　
島
原
半
島
は
、
映
画
「
君
の
名
は
」
で

一
躍
名
が
知
ら
れ
た
雲
仙
地
獄
が
あ
り
、

国
立
公
園
と
し
て
、
す
ば
ら
し
い
景
色
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
半
島
北
部
、
有

明
海
に
面
し
、
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
小
さ

な
町
国
見
町
が
、
私
の
故
郷
で
す
。 

　
町
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
で
日
本
一
に
な
っ

た
国
見
高
校
が
あ
り
、
プ
ロ
で
活
躍
し
て

い
る
同
校
出
身
の
大
久
保
、
平
山
選
手
は
、

町
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
街
路

灯
の
形
も
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
と
、
町
ぐ
る

み
で
サ
ッ
カ
ー
を
応
援
し
て
い
ま
す
。 

　
私
の
父
親
は
漁
師
で
、
昔
は
エ
ビ
、
ふ

ぐ
な
ど
が
た
く
さ
ん
捕
れ
て
、
夕
食
は
魚

料
理
が
食
べ
放
題
で
し
た
。
新
鮮
な
魚
を

毎
日
食
べ
れ
た
こ
と
、
ま
た
潮
干
狩
り
に

も
行
き
、
自
然
の
恩
恵
を
受
け
、
環
境
の

整
っ
た
町
で
幼
児
期
を
過
ご
せ
た
こ
と
を
、

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

　
夏
に
は
、
町
ぐ
る
み
で
の
仮
装
大
会
や
、

お
寺
の
境
内
で
、
盆
踊
を
夢
中
で
踊
っ
た 

り
、
亡
き
人
の
魂
を
し
の
び
、
海
に
精
ろ

う
を
流
し
た
り
と
、
お
祭
り
に
も
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
、

心
に
残
っ
て
い
ま

す
。 

　
こ
ん
な
心
に
残

る
故
郷
が
あ
る
の

は
心
の
宝
と
、
両

親
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。 

～・～・～・～・～・～・～・ 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・ 

７７ 

2

▲町内の県立百花台公園から望む普賢岳 

蜻国見高サッカー部 
　　　　　　　　  （写真：国見町提供） 

（文・写真　花フェスタ記念公園） 
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次の皆さんから浄財などの 
寄付がありました。（敬称略） 

社会福祉に… 
●郵政互助会東海地方本部 
●豊浄喜会　●しらい歌謡同好会 
●㈱エコライフ エコショップ広見店 
●太田鐸美　●音の道音楽事務所 
●広見児童センター 
　（母親クラブママンズ・手芸クラブ） 
●大河内博 

桜ケ丘児童センターに 
●高木味法子 

環境美化・環境教育に 
●白川信男 

福祉体験をして 

　タオルや新聞紙を使って親子で楽しく体操やリズムダンス
をします。入会前の無料体験もあります。 
●日　時　第２・３・４月曜日　午前１０時３０分～１１時３０分 
●場　所　広見東公民館（上履きが必要） 
●会  費　月１５００円（プレゼント積み立てを含む） 
●問合先　亀井さん　1焙５２８３ 

　テディベアの初級者向けの製作講習会を開催します。 
一緒にかわいいテディベアを作りませんか。 
●日　時　７月１８日（祝）午前９時３０分～午後４時 
●場　所　文化創造センター（下恵土） 
●参加費　３０００円（材料費） 
●定　員　１０人（先着順） 
●問合先　堀部さん1濕１５４０　1０９０（６０８８）８９０３ 

◎親子コアラ体操 
会
員
募
集 

参
加
者
募
集 

◎テディベアを作ろう 

アイマスクを付けた友達に説明をする広瀬さん 

犬１匹と猫２匹、そして
おねえちゃんと仲良く
暮らしているよ。

おにいちゃんに負けな
いくらい強いおとこの
こになるんだ！

笑った顔がかわいいでし
ょ？みんなよろしくね☆

　私は５月３１日に桜ケ丘小学校から花フェスタ
２００５ぎふに行って、福祉についての勉強をし
てきました。 
　しかくしょうがい者とちょうかくしょうがい
者の人についての説明をきいた後、実際にアイ
マスクをつけて、しかくしょうがい者の体験を
しました。目が見えないと周りがまっくらで何
も見えないので、とっても不安でした。 
　また、しかくしょうがい者の役の人にパソコ
ンの画面にうつった写真を説明したのですが、
自分は、その写真を見ているので、分かってい
るけど、相手の人に説明するのはとってもむず
かしかったです。 
　しかくしょうがい者やちょうかくしょうがい
者の人は不自由でも一生けん命生きているので、
街でこまっているところを見たら助けてあげた
いです。 
　私は目も見えて耳も聞こえることが今まであ
たり前だと思っていたけれど、今回の話を聞い
て私は幸せだと思いました。 
　福祉の話を聞いた後で見たバラはとってもき
れいでした。 

〒509-0292　広見一丁目1番地 
　「こっちむいてパシャッ」係 

　 kouhou@city.kani.gifu.jp 
　（２５０キロバイト～１.５メガバイト 
　　程度で撮影） 
※お子さんの名前（ふりがな）、生
年月日、保護者の氏名、住所、
電話番号、コメントを30文字程
度を明記してください。 

宛先
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（桜ケ丘小5年） 

●広瀬明音さん 
子どもワクワク探偵団 
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花
フ
ェ
ス
タ
・
可
児
市
イ
ベ
ン
ト 

花
フ
ェ
ス
へ G

o
o
d
 lu
c
k

！ 
　

６
月　

日
、
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
ぎ
ふ

１１

の
閉
幕
ま
で
残
り
一
日
と
な
っ
た
こ
の
日

は
、
可
児
市
イ
ベ
ン
ト
「
可
児
市G

o
o
d

lu
c
k
fa
ir

『
笑
顔
の
贈
り
物
』」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
曇
っ
た
り
雨
が
降
っ
た
り
と
あ

い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

プ
リ
ン
セ
ス
ホ
ー
ル
雅
で
は
、
歌
手
の
芹

洋
子
さ
ん
を
招
い
て
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
、
可
児
市
少
年
少
女
合
唱
団
と
の
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

お
笑
い
タ
レ
ン
ト
の
ノ
ブ
＆
フ
ッ
キ
ー
の
ス

テ
ー
ジ
や
、
芝
生
広
場
で
披
露
す
る
予
定

だ
っ
た
大
道
芸
な
ど
も
、
雨
の
た
め
ス
テ
ー

ジ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。
可
児
商
工

　

５
月　

日
、
広
見
小
学
校
３
年
生
が
環
境

２５

省
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
派
遣
講
師
の
坂
巻
豊

さ
ん
を
招
い
て
、
理
科
の
学
習
で
「
チ
ョ
ウ

を
育
て
よ
う
」
を
学
び
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
が
大

量
に
集
め
ら
れ
た
標
本
や
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ

モ
ン
な
ど
、
坂
巻
さ
ん
が
実
際
に
採
取
し
た

多
く
の
チ
ョ
ウ
の
標
本
を
見
せ
な
が
ら
チ
ョ

ウ
の
暮
ら
し
方
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
チ
ョ

ウ
の
標
本
に
混
じ
っ
た
ガ
を
み
ん
な
で
探
し

た
り
、
近
く
で
標
本
を
見
た
り
と
、
見
た
こ

と
も
な
い
美
し
い
チ
ョ
ウ
に
児
童
た
ち
は
大

喜
び
。ま
た
今
回
は
特
別
に
、中
南
米
の
ジ
ャ

ン
グ
ル
に
し
か
生
息
し
な
い
モ
ル
フ
ォ
チ
ョ

広
見
小
学
校
３
年
生
の
理
科
学
習 

チ
ョ
ウ
の
標
本
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
よ 

芹洋子さんとの心に響くジョイントコンサート

会
議
所
に
よ
る
可
児
夏
ま
つ
り
の
P
R
も
行

わ
れ
、
ホ
ー
ル
で
は
絶
え
間
な
く
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
お
楽
し
み
抽
選

会
も
あ
り
、
客
席
で
は
自
分
の
入
場
券
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

可児商工会議所の可児夏まつりPR

ウ
の
裏
側
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

授
業
を
終
え
た
児
童
は
、「
す
ご
く
勉
強
に

な
っ
た
。き
れ
い
な
チ
ョ
ウ
の
裏
側
を
見
て
、

表
と
違
っ
て
色
が
き
れ
い
で
な
か
っ
た
こ
と

に
驚
い
た
」
と
興
奮
気
味
で
し
た
。

　

坂
巻
さ
ん
は
「
も
っ
と
虫
た
ち
と
触
れ
て

生
き
物
と
ど
う
接
し
て
い
く
の
か
を
、
自
分

た
ち
で
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
子
ど
も
た
ち
に

話
し
掛
け
て
い
ま
し
た
。

標本を近くで見ようと集まる児童

坂巻さんの話を真剣に聞き入っていました

ノブ＆フッキーの笑いのステージ
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６
月
６
日
、
春
里
小
学
校
で
田
植
え
の
体

験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
作
物
の

栽
培
を
通
し
て
植
物
の
特
性
に
触
れ
る
と
と

も
に
、
勤
労
体
験
を
通
し
て
、
協
力
・
責
任
・

奉
仕
の
心
の
大
切
さ
を
育
て
る
も
の
で
す
。

　

田
植
え
を
行
っ
た
の
は
５
年
生
の
児
童

で
、
学
校
の
北
側
に
あ
る
水
田
に
は
だ
し
で

入
っ
た
児
童
た
ち
は
、
ぬ
か
る
ん
だ
土
に
足

を
取
ら
れ
な
が
ら
も
一
つ
一
つ
丁
寧
に
手
で

苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

田
植
え
は
、
校
区
に
住
み
実
際
に
農
業
を

営
む
玉
木
賢
超
さ
ん
が
児
童
た
ち
を
指
導
。

児
童
が
植
え
終
わ
る
と
、
玉
木
さ
ん
の
田
植

え
機
が
登
場
し
、
手
で
植
え
た
と
き
と
は
比

春
里
小
学
校
の
総
合
学
習
体
験 

昔
の
田
植
え
は
と
て
も
大
変
だ
っ
た
ん
だ
ね 

　

５
月　

日
、
本
市
の
行
政
相
談
委
員
で
あ

１７

る
渡
辺
町
子
さ
ん
に
、
そ
の
功
績
に
対
し
総

務
省
岐
阜
行
政
評
価
事
務
所
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

渡
辺
さ
ん
は
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
現

１３

在
ま
で
４
年
間
に
わ
た
り
、
総
務
大
臣
の
委

嘱
に
よ
り
行
政
相
談
委
員
を
務
め
て
み
え
ま

す
。
月
に
一
度
行
わ
れ
る
行
政
相
談
の
窓
口

に
お
い
て
も
、
市
民
か
ら
行
政
へ
の
要
望
を

聞
き
、
行
政
に
解
決
を
促
す
「
パ
イ
プ
役
」

と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
に
感
謝
状
 

市
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役 

　

平
成　

年
度
の
子
ど
も
ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団

１７

の
結
団
式
が
５
月　

日
、
総
合
会
館
で
行
わ

２１

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は　

人
の
子
ど
も
た
ち
が
団
員
と

１８

し
て
決
定
。
結
団
式
で
は
「
芸
術
に
つ
い
て

取
材
し
た
い
」、「
兼
山
や
矢
戸
川
な
ど
を
調

べ
て
み
た
い
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
い
意

気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

団
員
た
ち
の
活
動
は
市
内
の
行
事
や
出
来

事
を
体
験
、
取
材
し
、
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
広

報
紙
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。（
今
号
の
５
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

子
ど
も
ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団
 

市
内
の
行
事
や
出
来
事
を
取
材
す
る
よ
！ 

べ
も
の
に
な
ら
な
い
ス
ピ
ー
ド
と
細
や
か
さ

で
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た

児
童
た
ち
は
「
並
び
方
が
き
れ
い
。
ぜ
ん
ぜ

ん
違
う
」
と
驚
き
の
様
子
で
し
た
。

　

体
験
を
終
え
て
「
田
ん
ぼ
に
入
る
と
き
に

抵
抗
が
あ
っ
た
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き

た
」
と
い
う
声
や
「
植
え
る
時
に
苗
が
す
っ

と
入
っ
て
い
く
の
が
気
持
ち
よ
か
っ
た
」
と

い
っ
た
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

「
昔
の
人
っ
て
と
っ
て
も
大
変
だ
っ
た
ん
だ

ね
」
と
手
植
え
と
田
植
え
機
を
比
べ
た
素
直

な
声
も
飛
び
出
し
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
た

よ
う
で
す
。

「この体勢が難しい」との声も聞こえました

田植え機の速さに圧倒…

感謝状を受け取られた渡辺さん

結団式に参加した団員たち
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【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル  

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う

　

岐
阜
県
Ｂ
＆
Ｇ
連
絡
協
議
会
は
、
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
夏
休
み
の
最
初
の
思
い
出
を
つ

く
り
ま
せ
ん
か
。

●
期
日　

７
月　

日
（
日
）

１７

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

●
場
所　

蘇
水
公
園（
八
百
津
町
伊
岐
津
志
）

●
内
容　

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
試
乗
会
、
陸
上

チ
ャ
レ
ン
ジ
、
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

●
対
象
者　

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
た

い
人

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
持
ち
物　

水
筒
、健
康
保
険
証
の
写
し（
あ

る
と
良
い
物
＝
弁
当
、
ぬ
れ
て
良
い
服
と

靴
）

催
　
し 

※
天
候
（
水
温
・
水
量
・
雷
な
ど
）
に
よ
り

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先　

海
洋
セ
ン
タ
ー
�
�
８
６
０
３

国
際
理
解
講
座  

ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
知
ろ
う

　

可
児
市
国
際
交
流
協
会
は
、
国
際
理
解
講

座
「
愛
し
き
セ
ネ
ガ
ル
〜
今
も
共
に
生
き
る

〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

７
月　

日
（
水
）

２７

●
時
間　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

●
講
師　

加
納
貴
美
子
さ
ん
（
元
青
年
海
外

協
力
隊
）

●
内
容　

西
ア
フ
リ
カ
に
あ
る
セ
ネ
ガ
ル
の

人
々
の
暮
ら
し
や
、
青
年
海
外
協
力
隊
と

し
て
の
活
動
な
ど

●
参
加
費　

無
料

●
問
合
先　

同
協
会 

�
�
１
２
０
０

発
掘
調
査
報
告
会  

い
に
し
え
人
の
生
活
の
跡

　

岐
阜
県
教
育
委
員
会
と
（
財
）
岐
阜
県
教

育
文
化
財
団
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
は
、
平

成　

年
度
に
県
内
で
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査

１６
成
果
を
発
表
す
る
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

普
段
、
見
聞
き
で
き
な
い
発
掘
調
査
の
様

子
を
、
現
場
写
真
を
交
え
て
報
告
し
ま
す
。

●
期
日　

７
月　

日
（
土
）

１６

●
時
間　

午
後
１
時
〜
５
時

●
場
所　

総
合
会
館
（
市
役
所
向
か
い
）

●
内
容　

県
内
で
実
施
さ
れ
た
５
件
の
調
査

事
例
発
表

●
対
象
者　

一
般

●
定
員　

３
０
０
人

●
入
場
料　

無
料

※
市
内
柿
田
遺
跡
出
土
資
料
も
特
別
に
展
示

し
ま
す
。

●
問
合
先　

同
セ
ン
タ
ー

�
０
５
８
（
２
７
３
）
８
５
５
３

帷
子
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク  

ヒ
メ
コ
ウ
ホ
ネ
を
知
ろ
う

　

帷
子
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

「
ヒ
メ
コ
ウ
ホ
ネ
岐
阜
サ
ミ
ッ
ト
２
０
０
５

イ
ン
帷
子
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

７
月　

日
（
日
）

１７

●
時
間　

午
後
２
時
〜

●
場
所　

帷
子
公
民
館

●
内
容　

○
基
調
講
演
＝
「
自
然
を
じ
っ
く

り
観
る
」　

○
県
内
の
ヒ
メ
コ
ウ
ホ
ネ
自

生
地
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
「
岐
阜
ヒ
メ
コ
ウ
ホ
ネ
の
今

後
」
な
ど

●
入
場
料　

無
料

●
問
合
先　

帷
子
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局　
 

�
�
２
８
０
０

地
球
ハ
ー
モ
ニ
ー
か
に  

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

　

地
球
ハ
ー
モ
ニ
ー
か
に
は
、
可
児
お
や
こ

劇
場
と
共
催
で
、
南
ア
フ
リ
カ
の　

歳
か
ら

１１

　

歳
の
多
人
種
の
子
ど
も
た
ち
が
、
音
楽
と

１９い
う
世
界
共
通
語
で
歌
い
、踊
る「
地
球
ハ
ー

モ
ニ
ー
２
０
０
５　

か
に
」を
開
催
し
ま
す
。

in

●
期
日　

７
月　

日
（
金
）

２９

●
時
間　

午
後
７
時
開
演

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
入
場
料　

４
歳
〜
大
人
＝
１
０
０
０
円

（
障
害
者
と
そ
の
付
き
添
い
の
人
お
よ
び

外
国
籍
の
人
は
５
０
０
円
）

※
同
時
に
ボ
ラ
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま

す
。

●
問
合
先　

地
球
ハ
ー
モ
ニ
ー
か
に
の
国
枝

さ
ん 

�
�
�
１
４
３
３

普段できないマリンスポーツを体験しよう

絶滅の危険が増大しているヒメコウホネ

熱唱する南アフリカの子どもたち（昨年）
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市
史
編
さ
ん
室  

市
史
編
さ
ん
資
料
展
を
開
催

　

市
は
、
市
史
第
１
巻
の
原
稿
、
図
版
な
ど

編
さ
ん
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

●
期
間　

７
月　

日
（
水
）
〜　

日
（
金
）

１３

１５

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

３０

３０

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

●
問
合
先　

市
史
編
さ
ん
室
�
�
４
６
０
１

 
都
市
計
画
審
議
会  

市
民
委
員
を
募
集

　

市
は
、都
市
計
画
に
関
す
る
事
項
を
調
査
・

募
　
集 

審
議
す
る
都
市
計
画
審
議
会
の
市
民
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

○
７
月　

日
現
在
、
市
内
に

２５

住
所
を
有
す
る　

歳
以
上
の
人　

○
年
２

２０

回
程
度
、
平
日
に
開
く
会
議
に
出
席
で
き

る
人　

○
都
市
計
画
に
対
し
て
、
熱
意
と

関
心
の
あ
る
人

●
募
集
人
数　

２
人
以
内

●
任
期　

２
年
（
９
月
６
日
〜　

年
９
月
５

１９

日
）

●
応
募
方
法　
「
都
市
計
画
の
あ
り
方
」に
つ

い
て
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
た
小
論
文

と
、
所
定
の
申
込
書
を
都
市
計
画
課
に
提

出
す
る
（
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
）

※
申
込
書
は
、
兼
山
振
興
事
務
所
お
よ
び
各

連
絡
所
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
都
市
計

画
課
に
あ
り
ま
す
（
希
望
者
に
は
送
付
し

ま
す
）。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
応
募
締
切　

７
月　

日
（
月
）
午
後
５
時

２５

必
着

●
選
考
方
法　

選
考
委
員
会
で
選
考
（
結
果

は
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

●
問
合
先　

都
市
計
画
課

可
児
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー  

一
緒
に
工
作
を
し
よ
う

　

可
児
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
小

学
生
を
対
象
に
し
た
「
第
１
回
夏
休
み
工
作

教
室
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

夏
休
み
に
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
楽
し
い
工
作
を
し
ま
せ
ん
か
。

●
期
日　

７
月　

日
（
水
）

２７

●
時
間　

午
前
９
時
〜　

時　

分

１１

３０

●
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー（
今
渡
）

●
内
容　

牛
乳
パ
ッ
ク
の
工
作
、
植
物
と
紙

の
昆
虫
作
り

●
対
象
者　

小
学
生

●
定
員　
　

人
２０

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

牛
乳
パ
ッ
ク
４
個
（
開
い
て
あ

る
も
の
で
可
）

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
�

�
７
０
１
１
）
で
、
氏
名
、
学
年
、
住
所
、

電
話
番
号
を
連
絡
す
る

●
申
込
締
切　

７
月　

日
（
水
）

２０

●
申
込
・
問
合
先　

同
人
材
セ
ン
タ
ー

�
�
５
８
１
１

障
害
者
週
間  

作
文
と
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

　

岐
阜
県
は
、
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文

と
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

７
月
１
日
（
金
）
〜
９
月
７

日
（
水
）（
必
着
）

●
応
募
資
格　

○
作
文
＝
小
学
生
以
上　

○

ポ
ス
タ
ー
＝
小
・
中
学
生

●
作
品
規
格　

○
作
文
＝
原
則
と
し
て
４
０

０
字
詰
め
原
稿
用
紙
を
使
い
、
小
・
中
学

生
は
２
〜
４
枚
程
度
、
高
校
生
・
一
般
は

４
〜
６
枚
程
度　

○
ポ
ス
タ
ー
＝
画
用
紙

Ｂ
３
判
ま
た
は
四
つ
切
り
を
使
用

●
申
込
・
問
合
先　

県
障
害
福
祉
課

�
０
５
８
（
２
７
２
）
１
１
１
１

市文芸祭の作品を募集
　市文化芸術振興財団は、第１３回市文芸祭の作品を募
集します。
【一般の部】

応募規定条件応募点数部門

４００字詰め原稿用紙（Ａ４
判横）を使用し、１枚目の
右半分に題名を、左半分に
部門・郵便番号・住所・氏
名・年齢・性別・電話番号
を楷書で記入。２枚目は題
名と本文のみ記入

題材自由、４００字詰め
原稿用紙（ワープロの
場合２０×２０字、縦書き）
短編小説は３０枚以内、
随筆は１０枚以内

１人１編

短編
小説

随筆

題材自由、４００字詰め
原稿用紙（ワープロの
場合２０×２０字、縦書き）
１編２枚以内

１人
２編以内現代詩

同財団、まちづくり推進課、
各連絡所に備え付けの募
集要項に添付してある応募
はがきまたは官製はがきの
表に、郵便番号・住所・氏
名・年齢・性別・電話番号・
を記入し、裏に部門名と作
品のみを楷書で記入。必要
な場合は、作品に振り仮名
を付ける

題材自由

１人２首短歌

１人２句

俳句

川柳

題「合併」「薔薇（ばら）」
（１題１句）狂俳

題材自由１人２章俚謡

応募規定条件応募点数部門

所定の応募用紙を使用し、
各学校でまとめて提出する題材自由

１人
１作品

詩また
は作文

１人１首短歌

１人１句俳句

【小・中学生の部】

●応募資格　市内の小・中学校の児童生徒
●出品料　無料
●応募締切　９月１０日（土）
入賞作品展示

�期間　１２月８日（木）～１１日（日）
�場所　文化創造センター（下恵土）
●問合先　同財団　��３３１１

●応募資格　高校生以上
●出品料　無料
●応募方法　〒５０９－０２０３下恵土３４３３－１３９可児市文
化芸術振興財団へ郵送または直接提出する
※応募者の氏名には振り仮名を付け、筆名を使用する
場合は本名を併記すること。
●応募締切　８月２０日（土）当日消印有効
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市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会  

市
民
大
会
に
参
加
を

　

可
児
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
は
、
第
７
回
市

民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

●
期
日　

８
月
７
日
（
日
）

●
時
間　

午
前
９
時
〜
（
受
け
付
け
は
午
前

８
時　

分
ま
で
）

４５

●
場
所　

Ｏ
Ｓ
ボ
ウ
ル
（
美
濃
加
茂
市
加
茂

川
町
）

●
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の　
１５

歳
以
上
の
人
（
保
護
者
同
伴
の
小
学
生
以

上
も
可
）

●
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

１
３
０
０
円
（
小
・
中
学
生
は

１
２
０
０
円
、
靴
代
は
個
人
負
担
）

●
競
技
内
容　

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
方
式
２

ゲ
ー
ム

●
申
込
締
切　

７
月　

日
（
土
）

２３

●
申
込
・
問
合
先　

同
協
会
の
事
務
局（（
有
）

エ
ム
テ
ッ
ク
の
吉
田
さ
ん
）
�
�
１
７
６

５
ま
た
は
市
体
育
連
盟
事
務
局
�
�
８
６

０
０

環
境
審
議
会  

市
民
委
員
を
募
集

　

市
は
、
市
民
の
立
場
か
ら
身
近
な
環
境
問

題
を
幅
広
く
調
査
、
審
議
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
可
児
市
環
境
審
議
会
の
市
民
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

○
７
月　

日
現
在
、
市
内
に

２１

居
住
し
、
か
つ
住
所
を
有
す
る　

歳
以
上

１８

の
人　

○
年
３
回
程
度
の
平
日
の
会
議
に

出
席
で
き
る
人　

○
可
児
市
の
環
境
に
関

心
と
熱
意
の
あ
る
人

●
募
集
人
数　

３
人
以
内

●
任
期　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

１９

３１

●
応
募
方
法　
「
環
境
」に
つ
い
て
８
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
た
小
論
文
と
、
所
定
の
申

込
書
を
環
境
課
に
提
出
す
る
（
応
募
書
類

は
返
却
し
ま
せ
ん
）。

※
申
込
書
は
、
兼
山
振
興
事
務
所
お
よ
び
各

連
絡
所
、
環
境
課
に
あ
り
ま
す
（
希
望
者

に
は
送
付
し
ま
す
）。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
応
募
締
切　

７
月　

日
（
木
）
午
後
５
時

２１

必
着

●
選
考
方
法　

選
考
委
員
会
で
選
考
（
結
果

は
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

●
問
合
先　

環
境
課

可
児
夏
ま
つ
り  

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

　

可
児
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、
８
月

　

日
（
土
）・　

日
（
日
）
に
開
催
す
る
「
可

１３

１４

児
夏
ま
つ
り
」
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
技
能
・
資
格

の
有
無
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
経
験
の
あ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
経
験

の
無
い
人
で
も
大
歓
迎
で
す
。

　

ま
た
、
新
楽
曲
「
お
ど
ろ
ま
い
か
」
を
制

作
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
夏
ま
つ
り
当
日
、
会

場
で
市
民
の
皆
さ
ん
と
踊
る
た
め
、
市
民
練

習
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

▽
募
集
す
る
主
な
活
動
内
容　

○
会
場
サ
ー

ビ
ス
（
案
内
説
明
、
迷
子
対
応
）　

○
環
境

（
会
場
内
清
掃
、リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

補
助
）　

○
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
補
助

市
民
練
習
会 

▽
期
日
と
場
所

▽
時
間　

午
後
７
時　

分
〜
９
時

３０

▽
内
容　
「
お
ど
ろ
ま
い
か
」「
ど
っ
こ
い

し
ょ
」
ほ
か
の
踊
り
を
練
習
（「
お
ど
ろ
ま

い
か
」
は
鳴
子
を
使
い
ま
せ
ん
）

▽
持
ち
物　

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
鳴
子

●
問
合
先　

同
実
行
委
員
会
（
可
児
商
工
会

議
所
内
） 

�
�
０
０
１
１

花
い
っ
ぱ
い
運
動  

ポ
ス
タ
ー
を
募
集

　

毎
年
、
市
内
一
斉
に
実
施
さ
れ
る
花
い
っ

ぱ
い
運
動
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
作
品
の
内
容　

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
関
す

る
も
の

●
規
格　

○
大
き
さ
＝
四
つ
切
り
画
用
紙
程

度　

○
素
材
・
画
材
＝
自
由

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
人

●
応
募
方
法　

作
品
の
裏
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
（
学
生
の
場
合

は
学
校
名
、
学
年
）
を
記
入
し
、
平
成　
１８

年
１
月　

日
（
火
）
ま
で
に
維
持
管
理
課

３１

へ
提
出
す
る

●
そ
の
他　

応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
贈
呈

し
、
最
優
秀
作
品
は
来
年
の
花
い
っ
ぱ
い

運
動
で
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
図
案
に
使
用

※
入
選
作
品
は
、
平
成　

年
４
月　

日
（
月
）

１８

１７

か
ら
５
月　

日
（
金
）
ま
で
、
市
役
所
１

１２

階
ロ
ビ
ー
に
て
展
示
し
ま
す
。

●
問
合
先　

維
持
管
理
課 

踊りの輪が広がる夏まつり（昨年）

場所期日

今渡公民館７月５日（火）

下恵土公民館７月１１日（月）

総合会館
（市役所向かい）７月１９日（火）

川合公民館７月２６日（火）

広見公民館
ゆとりピア８月２日（火）

広見公民館
ゆとりピア８月９日（火）
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中
･
高
校
生
の
子
育
て
理
解
講
座  

赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
体
験

　

市
と
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
は
、
未
来
の

親
を
育
む
た
め
、
中
学
生
や
高
校
生
が
乳
幼

児
に
つ
い
て
学
び
、
実
際
に
触
れ
合
う
機
会

と
し
て
「
子
育
て
理
解
講
座
」
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

保
健
師
・
保
育
士
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ

り
ま
す
の
で
安
心
し
て
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

○
８
月
２
日
（
火
）
午
前
９
時
〜

　

時　

分　

○
８
月
３
日
（
水
）
午
後
１

１１

３０

時
〜
３
時　

分　

○
８
月　

日
（
金
）
午

３０

１９

後
１
時
〜
３
時　

分
３０

●
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
向
か
い
）

●
対
象
者　

中
学
生
･
高
校
生（
男
女
と
も
）

●
定
員　

各
回　

人
（
先
着
順
）

２０

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
締
切　

７
月　

日
（
火
）

１９

●
申
込
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課

ア
レ
ル
ギ
ー
の
治
療
と
生
活  

ア
レ
ル
ギ
ー
を
正
し
く
知
ろ
う

　

難
病
患
者
支
援
グ
ル
ー
プ
華
の
木
会
は
、

勉
強
会
「
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
児
童
の
治
療
と

生
活
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

７
月　

日
（
日
）

２４

●
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

み
の
か
も
文
化
の
森
（
美
濃
加
茂

市
蜂
屋
町
）

●
内
容　

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
関
す
る
正
し

い
知
識
と
生
活
方
法

●
講
師　

松
井
一
樹
さ
ん
（
み
ど
り
病
院
院

長
・
小
児
科
）
大
須
賀
宗
浩
さ
ん
（
み
ど

り
病
院
・
栄
養
科
）

●
対
象
者　

保
護
者
、
幼
稚
園
・
保
育
園
・

学
校
の
関
係
者
な
ど

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
締
切　

７
月　

日
（
日
）（
託
児
が
必

１７

要
な
場
合
）

●
申
込
・
問
合
先　

同
会
の
鈴
村
和
好
さ
ん

　

�
�
�
８
９
３
９　

電
子
メ
ー
ルk

u
k
ei

65@
m
sa.b
ig
lob
e.n
e.jp

（
電
話
は
月
〜

金
は
午
後
６
時
〜
９
時
、
土
日
・
祝
日
は

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
）

体
育
連
盟  

体
力
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
体
育
連
盟
は
、
可
児
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
場
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

を
利
用
す
る
た
め
の
講
習
会
の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
期
日
お
よ
び
講
習
時
間

●
場
所　

市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場

（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者　

高
校
生
以
上
の
人
（
子
ど
も
連

れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員　

各　

人
（
先
着
順
）

１８

●
持
ち
物　

運
動
服
・
室
内
靴

●
受
講
料　

５
０
０
円

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
体
育
連
盟
窓
口

で
申
し
込
む

●
申
込
開
始
日　

７
月　

日
（
月
）
午
前
８

１１

時　

分
〜

３０

※
講
習
時
間　

分
前
に
は
受
け
付
け
を
済
ま

１０

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

同
連
盟
事
務
局
�
�
８
６
０
０ 

　可児市食生活改善推進協議会は、親子料理教室と手作りおや
つの教室の受講者を募集します。

【親子料理教室】

●対象者　小学生以上の親子（４年生以上は子どものみの参加
も可）
●献立　卵と鮭・わかめのまぜごはん、みそ汁、野菜たっぷり
ぎょうざ、きゅうりのコロコロサラダ、ミルキーヨーグルト
※会場によって多少献立が違う場合があります。
●受講料　１人５００円
●定員　各会場により先着順
●持ち物　エプロン、三角きん、手ふき
●申込締切　各期日の１週間前
※できるだけ近くの公民館に申し込んでください。

【手作りおやつの教室】
●期日　７月２９日（金）
●時間　午前９時３０分～
●場所　保健センター
●献立　くずもち、バナナケーキ、フローズンヨーグルト
●持ち物　エプロン、三角きん、手ふき
●受講料　大人１人　２５０円（１回）
●定員　２０家族（先着順）
●申込開始日　７月６日（水）午前８時３０分～
※グループでの申し込みはできません。託児もあります。
●問合先　健康増進課

申込先時間期日場所

土田公民館 ��２２１７午前１０時～７月１７日（日）土田公民館

下恵土公民館 ��４７５１午前１０時～７月２３日（土）下恵土公民館

春里公民館 ��２２０６午前１０時～７月２３日（土）春里公民館

健康増進課午前９時３０分～７月２３日（土）平牧公民館

姫治公民館 ��０１０４午前１０時～７月２３日（土）姫治公民館

広見東公民館 ��４０６３午前９時３０分～７月２３日（土）広見東公民館

兼山公民館 ��２１１６午前９時３０分～７月２６日（火）兼山公民館

川合公民館 ��４３３９午前９時３０分～７月２７日（水）川合公民館

広見公民館ゆとりピア 
��２１０１午前９時３０分～７月３０日（土）総 合 会 館

帷子公民館 ��２００７午前９時３０分～８月２０日（土）帷子公民館

健康増進課午前１０時～８月２７日（土）桜ケ丘公民館

可児市食生活改善推進協議会

親子料理教室と
手作りおやつの教室を開催

期
日

８
月
３
日（
水
）

８
月
６
日（
土
）

８
月　

日（
月
）

１５

８
月　

日（
土
）

２０

８
月　

日（
土
）

２７

講
習
時
間

午
前　

時
〜
正
午

１０

午
後
７
時
〜
９
時

午
前　

時
〜
正
午

１０

午
後
７
時
〜
９
時

午
後
７
時
〜
９
時
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つ
ば
さ
の
会  

合
唱
劇
に
参
加
を

　

つ
ば
さ
の
会
は
、
平
成　

年
８
月
６
日
文

１８

化
創
造
セ
ン
タ
ー
で
公
演
す
る
「
ぞ
う
れ
っ

し
ゃ
が
や
っ
て
き
た
」
の
出
演
者
を
募
集
し

ま
す
。

●
募
集
内
容　

○
合
唱
（
児
童
、
男
性
、
女

性
）
＝　

人
以
上　

○
演
劇
（
男
性
、
女

５０

性
）
＝　

人
〜

１０

●
練
習
日　

○
合
唱
＝
第
１
、
３
木
曜
日
の

月
２
回　

○
演
劇
＝
毎
週
木
曜
日
予
定

●
練
習
場
所　

市
内
の
公
民
館
な
ど

●
参
加
費　

月
６
０
０
円
（
ほ
か
に
入
会
金

と
公
演
積
立
金
が
必
要
）

●
公
演
の
内
容　

プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

伴
奏
に
よ
る
合
唱
と
演
劇

●
問
合
先　

同
会
の
千
藤
さ
ん
�
�
７
９
０

５
、
０
９
０
（
９
２
２
０
）
８
０
１
１

か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ  

実
行
委
員
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

　

か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
は
、「
楽
し
み
と
歓

喜
を
表
現
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、　

月　
１２

１０

日
（
土
）
広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア
で
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
団
体
紹
介
や
市
民
交
流
を
盛
り
上

げ
る
お
祭
り
、『
か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
』
を

開
催
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
企
画
運
営
に
参
加
す
る
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
ま
す
。ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

●
申
込
締
切　

７
月　

日
（
日
）

３１

●
申
込
・
問
合
先　

同
セ
ン
タ
ー

�
�
１
２
２
２

第　

回
市
民
水
泳
大
会  

２４
得
意
な
泳
ぎ
で
挑
戦
を

　

可
児
市
水
泳
協
会
は
、
第　

回
市
民
水
泳

２４

大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
の

得
意
な
泳
ぎ
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日　

７
月　

日
（
日
）

２４

●
時
間　

午
前
８
時　

分
〜

３０

●
場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー（
坂
戸
）

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で　
１８

歳
以
上
の
人
お
よ
び
小
・
中
学
生

●
種
目　

自
由
形
、
平
泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、
バ

タ
フ
ラ
イ
、
リ
レ
ー

●
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

●
申
込
方
法　

海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
内

の
各
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
直
接
申
し

込
む

●
申
込
締
切　

７
月　

日
（
水
）

２０

●
問
合
先　

同
協
会
事
務
局
�
�
７
０
３
０

可
児
商
工
会
議
所  

各
種
の
講
習
会
を
開
催

　

可
児
商
工
会
議
所
は
、
起
業
家
を
目
指
す

人
の
た
め
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
講
習
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

起
業
家
支
援
セ
ミ
ナ
ー 

▽
期
日　

８
月　

日
（
月
）
〜　

日
（
金
）

２２

２６

の
５
日
間

▽
時
間　

○
女
性
コ
ー
ス
＝
午
後
２
時
〜
４

時　

○
一
般
コ
ー
ス
＝
午
後
６
時　

分
〜

３０

８
時　

分
３０

▽
場
所　

総
合
会
館
（
市
役
所
向
か
い
）

▽
内
容　

開
業
の
た
め
の
心
構
え
、
手
続
き

な
ど
、
基
礎
知
識
を
学
ぶ

▽
対
象
者　

創
業
を
考
え
て
い
る
人
、
開
業

間
も
な
い
人

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

▽
受
講
料　

２
０
０
０
円

創
業
塾 

▽
期
日　

８
月　

日
、
９
月
４
日
、　

日
、

２８

１１

　

日
、　

日
の
す
べ
て
日
曜
日
の
５
日
間

１８

２５

▽
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

総
合
会
館

▽
内
容　

経
営
者
と
し
て
の
セ
ン
ス
を
磨
く

実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
成
功
す
る
た

め
の
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
ア
ド
バ
イ
ス

▽
対
象
者　

創
業
に
関
心
が
あ
る
人
、
開
業

後
間
も
な
い
人

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

▽
受
講
料　

３
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽
申
込
締
切　

８
月　

日
（
水
）

１０

商
業
簿
記
３
級
講
習
会 

▽
期
日　

８
月　

日（
火
）〜　

月　

日（
木
）

２３

１０

２０

の
毎
週
火
・
木
曜
日
の
全　

回
１５

▽
時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

▽
場
所　

総
合
会
館

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

▽
受
講
料　

６
０
０
０
円

▽
申
込
締
切　

８
月　

日
（
月
）

１５

※
定
員
の
半
数
に
満
た
な
い
場
合
は
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　

可
児
商
工
会
議
所 

�
�
０
０
１
１

　法務省が主唱する社会を明るくする運動は、すべて
の国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更
生について理解を深め、それぞれの立場において力を
合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする
全国的な運動です。
　今年の運動は、地域が一体となった活動を推進する
ことにより、地域社会の連帯や家族のきずなを取り戻
しながら少年非行を防ぎ、立ち直りの支援をすること
に重点を置きます。
市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。
また、ケーブルテレビ可児（７チャンネル）で、更生
を誓った少年の物語「Walk Together!　いっしょにある
いていこう」を放送します。ぜひ、ご覧ください。
●期日　７月９日（土）、１０日（日）、１６日（土）、１７日（日）
●時間　正午～
●問合先　まちづくり推進課 

社会を明るくする運動
7月は、強調月間です
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岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー  

パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

　

岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

は
、
パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座
の
受
講
者
を
募
集

し
ま
す
。

●
期
日　

８
月　

日
（
火
）、　

日
（
水
）、

１６

１７

　

日
（
木
）、　

日
（
火
）、　

日
（
水
）、

１８

２３

２４

　

日
（
木
）、　

日
（
金
）、　

日
（
火
）

２５

２６

３０

の
全
８
回

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
対
象
者　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る　

歳
６０

代
前
半
層
の
人

●
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

●
申
込
方
法　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
総
合

会
館
分
室
（
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）、
可
児
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
今
渡
・
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
申
し
込
む

●
申
込
締
切　

８
月
２
日
（
火
）

※
時
間
な
ど
の
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　

可
児
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー 

�
�
５
８
１
１

オ
イ
ス
カ
岐
阜
県
支
部  

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　

オ
イ
ス
カ
岐
阜
県
支
部
は
、
設
立　

周
年

３０

を
記
念
し
て
、
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
地
球
の

未
来
に
自
然
の 
叡  
智 
を
」
の
参
加
者
を
募
集

え
い 
ち

し
ま
す
。

●
期
日　

７
月　

日
（
火
）

２６

●
時
間　

○
第
１
部
＝
午
後
１
時　

分
〜

３０

（
受
け
付
け
は
午
後
１
時
〜
） 

○
第
２
部

＝
午
後
５
時　

分
〜

３０

●
場
所　

ぱ
・
る
・
る
プ
ラ
ザ
岐
阜
（
Ｊ
Ｒ

岐
阜
駅
前
）

●
内
容　

○
第
１
部
＝
記
念
講
演　

紺
野
美

沙
子
さ
ん
（
女
優
・
国
連
開
発
計
画
親
善

大
使
）　

○
第
２
部
＝
懇
親
会
（
海
外
の

参
加
者
１
０
０
人
と
の
国
際
交
流
）

●
参
加
費　

○
第
１
部
＝
無
料　

○
第
２
部

＝
１
万
円

※
第
１
部
の
み
の
参
加
も
可
。

●
申
込
・
問
合
先　

同
岐
阜
県
支
部

�
０
５
８
（
２
６
４
）
１
１
１
１

応
急
手
当
講
習
会  

市
民
救
命
士
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

可
茂
消
防
事
務
組
合
南
消
防
署
は
、
普
通

救
命
講
習
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

７
月　

日
（
土
）、
８
月
６
日
（
土
）

１６

●
時
間　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

南
消
防
署
（
下
恵
土
）

●
講
習
内
容　

普
通
救
命
講
習
（
講
習
修
了

者
に
は
、
修
了
証
を
交
付
し
、
テ
キ
ス
ト
・

三
角
巾
・
人
工
呼
吸
用
具
を
無
償
で
渡
し

ま
す
）

●
対
象
者　

中
学
生
以
上

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
・
問
合
先　

同
署 

�
�
０
１
１
９

防
衛
庁  

自
衛
官
を
募
集

　

防
衛
庁
は
、
来
年
の
春
入
隊
予
定
の
自
衛

官
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
者

●
問
合
先　

自
衛
隊
美
濃
加
茂
分
駐
所
（
可

茂
総
合
庁
舎
内
） 

�
�
７
４
９
５ 

活動部門スタート部門部　門

可児市を中心として活動している５人以上の団体。ただし、政治、宗教
および営利を目的とする団体は除く対 象 者

可児市を中心として行う創意工夫
にあふれた活動

これからまちづくり活動を始めようと
する団体が行う調査・研究活動

対象となる
活 動 １０月から来年３月末までに行う活動が対象

※国、県または市から他の助成を受けている活動や政治、宗教および営
利を目的とする活動などは対象としません。

活動に要する直接経費（会場使用料、講師謝礼、材料費、印刷費など）
ただし、食料費や団体の経常的な運営経費は対象としません。

対象となる
経 費

対象経費の２分の１
（上限２０万円）

対象経費の２分の１
（上限５万円）

助 成 額
申請総額が予算額を超える場合や審査の結果によっては、助成できな
い場合があります。

同一の活動につき通算３回まで一団体につき連続２回まで交付回数

まちづくり活動助成審査委員会による審査結果をもとに助成額を決定。
審査は書類審査と、応募者自ら活動計画について発表してもらう企画
発表会により実施（企画発表会は９月に開催予定）

審 査

所定の申請書を市役所１階のまちづくり推進課に提出。募集要項と申
請書は、まちづくり推進課、兼山振興事務所、各連絡所で配布するほか、
市のホームページからダウンロードも可

応募方法

８月３１日（水）応募締切

平成１７年度まちづくり活動助成事業
後期募集のお知らせ

　市は、市民の皆さんの自主的、主体的で創意工夫にあふれ
たまちづくり活動に対して、助成を行います。

●問合先　まちづくり推進課

１次試験期日受付期間応募資格項目

９月１７日（土）８月１日（月）
～９月８日（木）

高卒　１８歳～２７歳未満曹 候 補 士

高卒　１８歳～２４歳未満一般曹候補学生

９月２３日（祝）高卒　１８歳～２１歳未満航 空 学 生

１１月１２日（土）・
　　１３日（日）

９月９日（金）
～９月３０日（金）

高卒　１８歳～２１歳未満防 衛 大 学 校

１１月５日（土）・
　　６日（日）高卒　１８歳～２１歳未満防衛医科大学校

１０月１６日（日）高卒　２４歳未満看 護 学 生

受け付け時に連絡年間を通じて男性　１８歳～２７歳未満
２等陸海空士 ９月２５日（日）・

　　２６日（月）
８月１日（月）

～９月８日（木）女性　１８歳～２７歳未満

※年齢は、平成１８年４月１日現在
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【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111

可
児
市
め
だ
か
の 
楽
校   

が
っ
こ
う

川
で
遊
ぼ
う

　

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
可
児
市
め
だ

か
の
楽
校
は
、「
カ
ワ
ゲ
ラ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
＆

可
児
市
一
斉
水
質
調
査
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
実
際
に
川
に
入
っ
て
、
自
然
に
親

し
み
ま
し
ょ
う
。

●
期
日　

７
月　

日
（
祝
）

１８

●
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
ご
ろ

●
集
合
場
所　

総
合
会
館（
市
役
所
向
か
い
）

●
内
容　

講
師
に
よ
る
講
演
、
可
児
川
で
の

水
生
生
物
調
査
や
透
視
度
計
・
Ｃ
Ｏ
Ｄ
検

査
な
ど
の
水
質
調
査
、
流
し
そ
う
め
ん
な

ど
●
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の
小
中
学
生

お
よ
び
一
般
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

８０

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
締
切　

７
月　

日
（
火
）

１２

●
申
込
・
問
合
先　

環
境
課

子
ど
も
環
境
塾  

親
子
で
環
境
を
考
え
よ
う

　

県
中
濃
地
域
振
興
局
は
、
親
子
で
楽
し
み

な
が
ら
環
境
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
「
子

ど
も
環
境
塾
エ
コ
・
キ
ッ
ズ
セ
ミ
ナ
ー
」
３

回
シ
リ
ー
ズ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
親

子
で
環
境
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日　

○
第
１
回
＝
７
月　

日（
土
）　

○

２３

第
２
回
＝
７
月　

日（
土
）　

○
第
３
回
＝

３０

８
月
６
日
（
土
）

●
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

●
場
所　

グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研
修
室（
坂
戸
）

●
対
象
者　

小
学
５
・
６
年
生
と
そ
の
保
護

者
で
、
３
回
と
も
参
加
で
き
る
人

●
内
容　

○
第
１
回
＝
自
然
（
夏
の
昆
虫
探

偵
団
）　

○
第
２
回
＝
リ
サ
イ
ク
ル
（
ゴ

ミ
の
ゆ
く
え
）　

○
第
３
回
＝
地
球
温
暖

化
（
地
球
温
暖
化
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
）

●
定
員　
　

組　

人
（
先
着
順
）

２０

４０

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

郵
便
番
号
、
住
所
、
児
童
の

学
年
と
氏
名
、
保
護
者
の
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
は
が
き
（
〒
５
０
５
�
８

５
０
８
美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井
）
か

フ
ァ
ク
ス
（
�
�
３
９
３
４
）
で
中
濃
地

域
振
興
局
環
境
課
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切　

７
月　

日
（
火
）

１２

●
問
合
先　

中
濃
地
域
振
興
局
環
境
課

�
�
３
１
１
１

 
多
治
見
労
働
基
準
監
督
署  

夏
季
の
労
働
は
安
全
に

　

多
治
見
労
働
基
準
監
督
署
は
、
全
国
安
全

週
間
（
７
月
１
日
〜
７
日
）
に
合
わ
せ
て
、

７
月
１
日
〜
８
月　

日
に
夏
季
無
災
害
運
動

３１

を
実
施
し
ま
す
。

　

作
業
環
境
の
厳
し
く
な
る
夏
季
に
重
大
な

災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
家
庭
や
職
場
で

け
が
な
く
安
心
し
て
働
け
る
こ
と
に
つ
い

て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先　

同
署
�
０
５
７
２
�
６
３
８
１

案
　
内 

水に親しみながら環境を学ぶ参加者たち（昨年）

情報公開制度

平成１６年度の情報公開制度および
個人情報保護制度の運用状況

　公正でより開かれた市政を実現することを目的とし
た「情報公開制度」と、個人の権利利益の保護を図り、
市民に信頼される市政を推進することを目的とした「個
人情報保護制度」。両制度の平成１６年度の運用状況を公
表します。
＜情報公開制度＞

　平成１６年度の情報公開請求は、３８件ありました。主な
内容は、市議会議員選挙に関する書類、土地改良事業に
関する書類、介護保険に関する書類などです。これらの
請求に対しての処理状況は、表１の通りです。
　公開請求に対する部分公開、非公開などの決定につい
て請求者が納得できないときは、不服を申し立てること
ができます。昨年度は不服申立てがありませんでした。
（表１）情報公開請求および処理状況

検討中却下不存在非公開部分公開全面公開請求件数

００６０１１２１３８

検討中却下不存在非公開部分公開全面公開請求件数

００５１６５１７

＜個人情報保護制度＞

　平成１６年度の自己情報の開示請求は、１７件ありまし
た。主な内容は、住民票戸籍交付・異動関係書類、医
療・介護に関する書類などです。これらの請求に対して
の処理状況は、表２の通りです。
　なお、自己情報の訂正、削除、利用などの中止の請求
はありませんでした。
　また、この制度でも情報公開制度と同様に、不服を申
し立てることができます。昨年度は、不服申立てはあり
ませんでした。
（表２）個人情報開示請求および処理状況

●問合先　まちづくり推進課
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住
宅
相
談  

気
軽
に
相
談
を

　

市
は
、
住
ま
い
に
関
す
る
悩
み
や
ト
ラ
ブ

ル
の
相
談
に
応
じ
る
住
宅
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
相
談
内
容

○
建
築
に
関
す
る
法
律
や
規
制
に
つ
い
て

○
家
を
新
築
、
増
築
ま
た
は
改
築
す
る
際
の

設
計
・
工
事
契
約
の
内
容
に
つ
い
て

○
住
宅
性
能
保
証
制
度
や
瑕
疵
（
か
し
）
工

事
に
対
す
る
保
証
に
つ
い
て

○
耐
震
診
断
や
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て

○
雨
漏
り
、
シ
ロ
ア
リ
、
老
朽
化
な
ど
の
家

の
ト
ラ
ブ
ル
対
策
に
つ
い
て

○
省
エ
ネ
住
宅
や
高
齢
者
対
応
（
バ
リ
ヤ
フ

リ
ー
）
住
宅
の
建
築
や
対
策
に
つ
い
て

○
建
築
業
者
の
営
業
に
関
す
る
疑
問
や
対
応

に
つ
い
て

●
相
談
員　

市
か
ら
委
託
し
た
建
築
士

●
開
催
日
時　

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
の
午

後
１
時
〜
４
時
（
詳
し
い
こ
と
は
「
広
報

か
に
」
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
）

●
問
合
先　

建
築
指
導
課

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動  

献
血
に
出
掛
け
ま
し
ょ
う

　

７
月
１
日
か
ら
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運

動
」
月
間
が
始
ま
り
ま
す
。
現
在
、
輸
血
用

の
血
液
の
ほ
と
ん
ど
は
献
血
に
よ
り
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
で
は
年
間
約
７
２
０
０
人
の
献
血

が
必
要
で
す
が
、
年
々
減
少
し
、
平
成　

年
度

１６

は
約
５
６
０
０
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。１

人
で
も
多
く
の
人
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

７
月
の
市
内
献
血 

●
問
合
先　

健
康
増
進
課

東
海
財
務
局
岐
阜
財
務
事
務
所  

国
有
財
産
売
却
の
お
知
ら
せ

　

東
海
財
務
局
岐
阜
財
務
事
務
所
は
、
国
有

地
の
売
却
を
し
ま
す
。

●
売
却
物
件　

今
渡
字
後
路
田
２
６
８
番
３

●
売
却
方
法　

一
般
競
争
入
札（
期
間
入
札
）

に
よ
る
売
却
。
原
則
郵
便
に
よ
り
、
東
海

財
務
局
（
名
古
屋
市
中
区
）
で
受
け
付
け
。

岐
阜
財
務
事
務
所
で
は
受
け
付
け
し
ま
せ

ん
●
公
示
日　

６
月
９
日
（
木
）

※
公
示
日
以
降
に
「
入
札
の
し
お
り
」
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

●
入
札
受
付
期
間　

７
月
４
日
（
月
）
〜　
１２

日
（
火
）
午
後
５
時
必
着

●
開
札
日　

７
月　

日
（
水
）

２０

●
問
合
先　

岐
阜
財
務
事
務
所

�
０
５
８
（
２
４
７
）
４
２
５
２

歯
科
休
日
診
療
当
番  

治
療
が
必
要
な
場
合
は

　

７
月
の
祝
日
の
歯
科
休
日
診
療
当
番
は
次

の
通
り
で
す
。
歯
の
急
病
で
治
療
を
受
け
た

い
人
は
、
電
話
で
確
認
し
て
か
ら
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。

●
期
日
と
歯
科
医
院
名　

７
月　

日
（
祝
）

１８

＝
小
松
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
菅
刈
）
�
�

０
５
５
０

●
診
療
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
歯
以
外
の
急
病
は
、
救
急
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー（
�
�
３
７
９
９
）へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

缶
ペットボトル
トレー資源

金物類・
粗大ごみ収集地区

２０貉２７貉
中恵土・下恵土・禅台寺・
徳野南・平貝戸・明智・
石森・石井

２１貅２８貅今渡・土田

２５豺１１豺菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

２８貅２１貅東帷子・愛岐ケ丘・長坂・
光陽台・長洞・帷子新町

２７貉６貉
川合・川合北・谷迫間・
清水ケ丘・日本ランド・
美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台

２６貂１９貂
久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・
しらさぎ・渕之上・兼山

１５貊８貊
下切・北姫ニュータウン・
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・
広見

２２貊１５貊
桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・
小滝苑・柿下・大森・松伏・
大森台・星見台

７月のごみ・リサイクル資源収集日

資源集団回収にご協力を

７月２４日（日）期　　日

可児市生活学校回収団体

瓶、缶、ペットボトル、ト
レー、発泡スチロール、紙
類（新聞と広告は別にす
る）

回収品目

午前９時～１１時の間に
総合会館分室駐車場（Ｊ
Ｒ可児駅西）へ

収集時間
場　　所

７月２６日（火）７月１２日（火）期日

午前１０時
～午後１時

午後２時～４時

午前９時３０分
～午後１時

午後２時～４時

受付
時間

ユニー可児店
（中恵土）

工業団地管理
組合場所

多治見駅前献血ルーム（多治見市本町
駅前プラザ・テラ）では、木曜日・年
末年始を除く毎日（午前１０時～正午、
午後１時～５時３０分）受け付けていま
す。
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【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111
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５
年
に
１
度
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
が
、

　

月
１
日
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

１０
　

そ
こ
で
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
国

勢
調
査
員
を
追
加
で
募
集
し
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
従
事
期
間　

９
月
上
旬
〜　

月
下
旬

１０

●
調
査
員
の
要
件　

○
責
任
を
持
っ
て
調

査
事
務
を
遂
行
で
き
る
人
で
あ
っ
て
、

原
則
と
し
て　

歳
以
上　

歳
以
下
の
人

２０

７０

○
調
査
内
容
に
関
し
て
秘
密
を
守
れ
る

人　

○
税
務
・
警
察
に
直
接
関
係
の
な

い
人　

○
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
人

※
国
勢
調
査
員
は
、
非
常
勤
の
国
家
公
務

員
で
す
。

●
主
な
仕
事
内
容　

○
調
査
員
説
明
会
へ

の
出
席　

○
簡
単
な
地
図
の
作
成　

○

調
査
の
チ
ラ
シ
お
よ
び
調
査
票
の
配
布

と
回
収　

○
調
査
書
類
の
検
査
と
提
出

●
報
酬　

約　

件
担
当
で
５
万
円
程
度

７０

（
受
け
持
ち
の
調
査
区
、世
帯
数
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
）

●
申
込
方
法　

総
合
政
策
課
ま
た
は
兼
山

振
興
事
務
所
お
よ
び
各
連
絡
所
に
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
同
課
へ
申
し
込
む
（
電
話
で
も

受
け
付
け
ま
す
）

●
申
込
締
切　

７
月　

日
（
金
）

１５

●
問
合
先　

総
合
政
策
課

　

市
で
は
、
市
の
取
り
組
み
や
市
役
所
の

仕
事
な
ど
を
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
く

「
楽
・
学
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
を
目
的
と
し
た
団
体
や
サ
ー
ク
ル

に
、
市
職
員
が
出
向
い
て
話
を
し
ま
す
。

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学

す
る　

人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
団
体
や

１０

サ
ー
ク
ル

●
受
講
料　

無
料
（
講
座
に
よ
っ
て
は
材

料
費
の
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
受
講
場
所　

市
内
に
限
る

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
９
時
ま
で
の

１０

内
、
２
時
間
以
内

●
申
込
方
法　

希
望
日
の
３
週
間
前
ま
で

に
、
生
涯
学
習
課
か
各
公
民
館
に
備
え

付
け
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

生
涯
学
習
課
に
提
出
す
る

●
注
意
事
項　

○
会
場
の
確
保
や
準
備

は
、
申
込
者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い　

○

都
合
に
よ
り
希
望
日
に
開
催
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す　

○
市
政
へ
の
苦
情

や
要
望
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　重要な役割を持つ国勢調査　
　これまで増え続けてきた日本の総人口は、
２００５年ごろにピークに達し、それ以後は減少し
ていくことが予想されています。それとともに
少子・高齢化が一層進み、社会を支える人口構
造も大きく変わろうとしています。
　２００５年の国勢調査は、少子・高齢化という大
きな変化の時にある日本の姿を明らかにし、こ
れからの日本、地域の在り方を描いていくため
に欠かせないものです。

平成１７年１０月１日（土） 
９月下旬から調査員がおうかがいいたします。 

国勢調査 

平成１７年国勢調査 

あなたもぜひ 
　国勢調査員に！ 

センサンサスくん センサスくん 

平成１７年度　「楽・学講座」メニュー
講　座　名No講　座　名No

国民年金について２４みんなで取り組む国際交流１

可児市の都市計画２５ブラジルのことをもっとよく知ろう２

都市景観２６可児市の情報公開・個人情報保護について３

可児市の上水道２７あなたが主役のまちづくり「市民参画
と協働のまちづくり条例」４

下水道のはなし２８可児市の総合計画５

議会制度と可児市議会のあらまし２９首都機能移転６

ボランティアについて３０可児市男女共同参画プラン２０１０７

福祉体験３１情報化社会と可児市の取り組み８

地域福祉活動について３２選挙について９

可児市の文化財（文化財散歩）３３防災について１０

青少年の健やかな成長を願って３４財政について１１

公民館活動３５市税の概要について１２

家庭教育について学ぼう３６サラリーマンと税金・主婦と税金１３

文化創造センターへようこそ！３７みんなで考える「ゴミ・リサイクル」１４

軽スポーツの講習３８きれいな水を守るために私たちができ
ること（生活排水対策の推進）１５

トレーニング講習会３９地球温暖化を防ぐコマメ生活１６

２１世紀型スポーツ・文化クラブ４０歩いて観よう花の街１７

市史編さんの取り組みについて４１老人保健医療のしくみ１８

可児市史を読む４２みんなで育てる介護保険１９

学校給食のあらまし４３お年寄りのための福祉サービス２０

図書館のあらまし４４子どもの歯の健康（歯科衛生士）２１

日常に見られる同和的差別観４５子どもの食生活（栄養士）２２

ぬくもりの感じられる人づくり、まちづくり４６子どもの健康（保健師）２３

�

�

�

�

��������������������������������������������

��������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



17 広報かに ２００５.７.１ 

成人健康相談
　● 日時　　○ ７月１１日（月）＝９時３０
分～１１時　　○ ７月２５日（月）＝１時
３０分～３時　　● 場所　保健センター
　● 対象者　一般成人　　● 内容　　○ 健
康相談（血圧測定、検尿、体脂肪率
測定）　　○ 栄養相談（家庭のみそ汁の
塩分測定）　　○ 歯科相談

こども歯みがき相談
　● 期日　７月１２日（火）　　● 受付時間
１時２０分～２時　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　１５年３月生まれ
　● 内容　歯科健診、歯こう染め出し、
ブラッシング指導、おやつ指導　　● 持
ち物　母子手帳、エプロン、タオル、
歯ブラシ、手鏡、コップ　　● 申込先
健康増進課（前日までに）

３種・２種混合（初回・追加）
　● 期日と場所　　○ ７月１２日（火）＝
下恵土公民館　　○ ７月１９日（火）＝
桜ケ丘公民館　　● 受付時間　２時～
２時３０分　　● 対象者　生後３カ月以
上９０カ月未満　　○ ３種＝百日ぜきに
かかったことのない子（３～８週間
の間隔で３回接種）　　○ ２種＝百日
ぜきにかかったことのある子（４～
６週間の間隔で２回接種）　※初回
終了後１年～１年半の間隔で追加接
種を受けてください。接種前には必
ずお子さんの体温を測ってください。 

３歳児健康診査
　● 期日　７月１９日（火）　　● 受付時間
１時～１時１５分　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　１４年６月１５日～３０
日生まれ　

BCG
　● 期日　７月２２日（金）　　● 受付時間
１時３０分～１時５０分　　● 場所　保健
センター　　● 対象者　１７年４月１日
～１５日生まれ　※BCGの前後４週
間は他の予防接種を受けないでくだ
さい。

こども相談
　● 期日　７月１４日（木）　　● 受付時間
９時～１０時３０分　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　乳幼児を持つ人

１歳６か月児健康診査
　● 期日　７月１５日（金）　　● 受付時間
１時～１時１５分　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　１５年１２月１日～１５
日生まれ　※虫歯予防と栄養につい
てもお話します。

母子健康手帳交付
　● 期日　毎週金曜日　　● 受付時間
９時１５分～９時３０分　　● 場所　保健
センター

乳児健康診査
　● 期日と対象者　　○ ７月１３日（水）
＝１７年２月１６日～２８日生まれ　　○ ７
月２０日（水）＝１７年３月１日～１５日
生まれ　　● 受付時間　１時～１時１５
分　　● 場所　保健センター

あこがれママ教室
　● 期日　３課＝７月１５日（金）　　● 受
付時間　９時２０分～９時３０分　　● 場
所　保健センター　　● 内容　臨月か
らお産、乳房の手当て

離乳食相談
　● 期日　７月１３日（水）、２０日（水）
　● 受付時間　２時～２時１５分　　● 場
所　保健センター　　● 対象者　離乳
期の乳児を持つ人　※離乳食の進め
方、調理方法について相談に応じま
す。

離乳食モグモグ教室
　● 期日　７月２７日（水）　　● 受付時間
９時４５分～１０時　　● 場所　総合会館
（市役所向かい）　　● 対象者　離乳中
期以降の子どもを持つ人　　● 持ち物
エプロン、三角きん、手ふき　　● 申
込締切　７月２０日（水）　　● 申込先
健康増進課 

法律相談
　● 期日　７月１９日（火）　　● 受付時間
１時～２時　　● 場所　福祉センター
（今渡）　　● 問合先　まちづくり推進
課

住宅（建築）相談
　● 期日　７月１５日（金）　　● 時間　１
時～４時　　● 場所　市役所１階相談
室　※耐震、住宅性能表示制度、保
証制度の相談も受け付けます。　
　● 問合先　建築指導課

ことば・発達相談
　● 日時　平日の３時３０分～４時３０分
に電話で受け付け、予約　　● 場所　養
護訓練センター（可児警察署西） 　● 申
込・問合先　同センター　��０２５５ 

生涯楽習相談
　● 期日　７月１９日（火）　　● 時間　１
時～４時　　● 場所　市役所１階相談
室　※子どもボランティアも受け付
けます。　　● 問合先　生涯学習課

心配ごと相談
　● 期日　毎週火曜日　　● 時間　１時
～４時　 　● 場所　 福祉センター
　● 問合先　市社会福祉協議会　��
１５５５

発達と教育の相談会
　● 期日　７月２０日（水）　　● 時間　１
時３０分～３時３０分　　● 場所　総合会
館分室（ＪＲ可児駅西）　　● 申込方法
各幼稚園、各保育園、小中学校に備
え付けの相談申込書で申し込むか、
教育研究所へ電話で予約する　　● 問
合先　同研究所　��４８４１

　乳児健診・１歳６カ月児健診・
３歳児健診と保健センターで行わ
れる予防接種の番号札は、午前８
時３０分から受付に用意していま
す。番号札を利用する場合は、母
子健康手帳を持参の上、お越しく
ださい。　
　● 問合先　健康増進課

●固定資産税

都市計画税
2期

●国民健康保険税

介護保険料
2期

7月の税金 

※8月1日までに納めましょう。

景観相談
　● 日時　　○ 緑化＝７月１９日（火）２
時～４時　　○ デザイン・色彩＝７月
２１日（木）９時３０分～１１時３０分
　● 場所　市役所１階相談室　　● 申込
方法　都市計画課へ電話で予約する
　● 問合先　同課
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太郎（日本語） いつ？ どこ？ だれ？ 

José（ジョゼ） 
ポルトガル語 

Emily（エミリー） 
英語 

太郎 & José & Emily：簡単な質問なら、一言でもできるね！ 

クワンド 
Quando?

オンジ 
Onde?

ケン 
Quem?

ウェン 
When?

フェア 
Where?

フー 
Who?

ファット 
What?

なに？ 

コモ 
Como?

「みんなちがって　みんないい」 

No.2

食中毒をやっつけろ！　～家庭でできる6つのポイント～ 

①食品の購入 

　新鮮な食材を期限に気を付けて。購入したら

まっすぐ帰ろう！ 

②家庭での保存 

　冷蔵は10度以下、冷凍は－15度より低い温度で。

魚や肉は袋に入れ、野菜と分けよう！ 

③下準備 

　台所は清潔に。ま

ずは手洗いを。野菜

はよく洗い、肉や魚

の汁が付かないよう

に。包丁、まな板は

熱湯消毒して安心！ 

④調理 

　もう一度台所の確認を。きれいかな？ 

　加熱調理で菌死滅。余った食材はすぐ冷蔵庫

へGO！ 

⑤食事 

　食べる前に手を洗おう。清潔な手、清潔な器具、

清潔な食器。温かい料理は65度以上、冷やす料

理は10度以下。室温放置はいけないよ！ 

⑥残った食品 

　清潔な皿で保管しよう。少しでも怪しいと思

ったら、思い切って捨てよう！ 

 
食中毒菌は「付けない、増やさない、殺菌する」こと！ 
●問合先　健康増進課 

No.2

可児市在住の外国人：30カ国6,169人 
　　　　　　　（平成17年6月1日現在） 

男女共同

　先日、南帷子小学校のみなかた家庭教育学級【大
きな樹】で、市担当者が男女共同参画についての講
話を行いました。 
　学級生の皆さんに女の子、男の子の違いなどにつ
いて意見を出してもらうと、女の子は優しさ、世話
好き、細かいことによく気付くなど、男の子は強さ、
たくましさ、将来ずっと社会と関わり家庭を守るな
どが多くありました。多くの人がこうしたイメージ
を持っていると思いますが、これは生まれながらに
して備わっているものなのでしょうか。 
　泥だらけで帰ってくるわんぱくな女の子、運動嫌
いなおとなしい男の子は心配ですか。「女の子なん
だからもっと優しく」とか「男のくせに泣くな」と

注意したことはありませんか。お互いに優しさや強
さは大切なことだし、泣きたい時もありますよね。 
　性別によるイメージは、時代や文化によって変化
していきます。これからは、生まれ持ったその子の
個性を大切にし、認めてあげたいですね。 
　講話後、子どもを一人の人間として個性を伸ばす

ことを大切にしたい
という意見を多くい
ただきました。男女
共同参画社会へのき
っかけとなればうれ
しく思います。　 
●問合先 
　総合政策課 

 

●問合先　まちづくり推進課 
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「ケーブルテレビ可児７ｃｈ」で毎日放映中！！ 

　皆さんは花フェスタに何回出掛けま

したか。そして、いくつのサプライズ（驚

き）に出会いましたか。 

　会場に足を運ばなければ感じられな

いことがたくさんありました。バラ園に

漂うバラたちの優しい香りはもちろん、

会場に入るまでの混雑、満席のイベント

会場などさまざま。 

　しかし、一番心に残っているのは、ゲ

ートをくぐった後、一番最初に出迎えて

くれるボランティアの皆さんのさわや

かな笑顔でしょうね。渋滞などの不快

感を一掃してくれました。こんな素敵に、

また出会いたいですね。（紀） 

広報かには、ボランティアグループ
により音訳・点訳されています。音
訳版または点訳版の広報を希望す
る人は、市政情報課にご連絡ください。 

編集後記 
M E D I A 　 I N F O R M A T I O N

楽しい音楽とともに、市からの情報を提供しています。 
ぜひお聞きください。 

「FMでんでん」にて放送！ 

76．8MHｚ 毎週月～金曜日 ●FMでんでん 
午前9時～9時15分 
午後3時45分～4時（再放送） 

土・日曜日（７：３０・１２：３０・１４：００・２０：００・２２：００） 
月～金曜日（７：３０・１２：３０・２０：００・２２：００） 

※番組の内容や時間は変更することがあります。 

　子育てやＤＶなどでお悩みのあなた。男女共同
参画サロンを知っていますか。 
★シリーズ：学校めぐり 

7／2（土）～8（金） 

●はじめの一歩　～男女共同参画サロン～ 

　市民参画と協働のまちづくり条例施行から１年。
その間の取り組みを紹介します。 
★シリーズ：きて！みて！アーラ 

7／9（土）～15（金） 

●みんなでつくろう可児のまち 

　帷子地区でスタートした「２１世紀型スポーツ・
文化クラブ」を紹介します。 
★シリーズ：図書館だより 

7／23（土）～29（金） 

●うるおいライフ 

　市内の文化財を紹介するシリーズ。今回も貴
重な文化財が登場します。 
★シリーズ：学校めぐり 

7／30（土）～8／5（金） 

●市内文化財案内　第3回 

　水に親しむ機会が多くなるこの季節。水難事故
から身を守るため、着衣泳を学びます。 
★シリーズ：好きなのはカニダー 

7／16（土）～22（金） 

●夏の水難事故に備えて 

●「心の想いをキャンバスに」展 
  ７月２日（土）～７月１４日（木）（本館） 

●「夏休み！親子で遊ぼう、学ぼう」展 
 ７月１６日（土）～８月７日（日）（本館） 

●「夏休み特集１　自由研究のヒント」展 
 ７月２８日（木）まで（帷子分館） 

●「夏の風物詩　写真」展 
 ７月２８日（木）まで（桜ケ丘分館） 

『赤に捧げる殺意』有栖川有栖 

　他／著（角川書店）  

『小説盛田昭夫学校』上下 

　江波戸哲夫／著（プレジデント社） 

『魂萌え！』桐野夏生／著（毎日新聞社） 

『上陸』五条瑛／著（講談社）  

『優しい音楽』瀬尾まいこ／著（双葉社） 

『黒笑小説』東野圭吾／著（集英社） 

『どきどきフェノメノン』森博嗣／著（角川書店） 

『先達の御意見』酒井順子／著（文芸春秋） 

『私の大事な場所』ドナルド・キーン／著 

（中央公論新社） 

『好太郎と節子～宿縁のふたり』澤地久枝／著 

（日本放送出版協会） 

【日時と場所】 
〇本館＝毎週土曜日午後2時～、第2・4土曜日
午前11時～（幼児向け） 
〇帷子分館＝毎週土曜日午後2時～、第2・4木
曜日午前10時30分～（幼児向け） 
〇桜ケ丘分館＝毎週土曜日午前10時30分～ 
【内　容】絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本
の紹介など 

図書館だより 
本　　　館　1烝5120 
　　　　　　（火曜～金曜　午前10時～午後7時） 
　　　　　　（土・日 曜　午前10時～午後5時） 
帷 子 分 館　1烽8530 
桜ケ丘分館　1焉3473 
　　　　　　（分館は全日　午前9時～午後5時） 
http：//www.tosyokan.kani.gifu.jp/

展示のご案内 

かにっ子タイム 

新しく入った本 

休館日 
７月４日（月）、11日（月）、18日（祝）、19日（火） 
25日（月）、29日（金）、８月１日（月） 
※７月29日（金）は館内整理日です。 

KANI city インフォメーション 

● 7／12（火） 
可児川苑 
日本ランド公民館 
ふれあいセンター長坂 
帷子小学校 

● 7／13（水） 
愛岐ケ丘五丁目公園 
愛岐ケ丘中央公園 
春里小学校 

● 7／14（木） 
兼山小学校 
兼山公民館 

● 7／15（金） 
奥山台あすなろ公園 
松伏団地 
旭小学校 

● 7／20（水） 
柿下公民館 
緑ケ丘二丁目バス停 
広見東連絡所 
東明小学校 

● 7／22（金） 
みずきケ丘三丁目公園 
今公民館 
清水ケ丘集会所 
南帷子小学校 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1：30～2：00 

・・・・・・・・・・・・2：10～2：30 
・・・・・・・2：50～3：30 

・・・・・・・・・・・・・・・・3：40～4：30 
 

・・・・・・・・・2：10～2：40 
・・・・・・・・・・・2：50～3：30 

・・・・・・・・・・・・・・・・3：45～4：30 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・1：10～1：50 
・・・・・・・・・・・・・・・・・2：10～3：00 

 
・・・・・・・・・1：30～2：05 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2：20～2：50 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3：10～4：30 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・1：30～2：00 

・・・・・・・・・2：10～2：50 
・・・・・・・・・・・・・・・3：05～3：30 
・・・・・・・・・・・・・・・・・3：45～4：30 

 
・・・・・・・1：30～2：00 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2：10～2：40 
・・・・・・・・・・・・・2：55～3：30 
・・・・・・・・・・・・・・・3：45～4：30



　ギラギラと照り付ける太陽に向かって、元気いっ
ぱいに咲くヒマワリ。暑さ対策も万全、夏を満喫し
ている子どもたちをにこやかに見つめています。 

（広見） 

　自作のハンギングバスケットを手にする笑顔がとても
素敵です。現在、地域の人たちと一緒に町中の花飾りに
取り組むとともに、花を育てることで体の機能回復に役
立てる「園芸療法」のサポーターとしても活躍中です。 
　平成１４年に行われた第１２回全国花のまちづくりコン
クールでは、自宅の庭が花のまちづくり大賞個人部門の
国土交通大臣賞に見事輝きました。「ここまでくるのに
苦労はなかったですか」との問いに、「花なら何でもい
いと言うわけではなく、相性のよい花を見つけるのに苦
労しました」と糟谷さん。 
　「町の中をもっと花でいっぱいにしたい」と夢を語る
姿に、花飾りにかける熱い情熱を感じました。 

No.552 2005年7月1日号 

市の人口　101,097人（男／50,336人　女／50,761人）　世帯数　36,010世帯（６月１日現在） 
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表紙の人　 
　糟谷美枝子さん 

太陽の花
ヒワマリ

広報かには古紙配合率１００％・白色度８０％再生紙を使用し、 
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。 VOC成分 

ゼロ 


